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宍
粟
市
多
目
的
広
場
廃
止
条

例
、
市
役
所
の
位
置
を
変
更
す

る
条
例
、
に
つ
い
て
は
、
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
、
慎
重
な
意

見
が
あ
る
中
、
原
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性

化
も
視
野
に
入
れ
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が

都
市
計
画
税
条
例
と
も
に
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
は
、
千
種
東
小
学
校

に
か
か
る
生
活
相
談
員
の
賃
金

に
つ
い
て
、
関
係
教
職
員
に
任

せ
る
意
見
も
あ
る
こ
と
を
申
し

添
え
全
会
一
致
可
決
し
ま
し
た
。

　
宍
粟
市
夜
間
応
急
診
療
所
条

例
に
つ
い
て
は
、
夜
間
の
救
急

患
者
に
対
し
内
科
応
急
処
置
診

療
を
行
う
も
の
で
あ
り
市
民
の

不
安
を
和
ら
げ
る
地
域
医
療
推

進
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
は
、
新
し
く
２０

年
４
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
向
け
て
の
シ
ス

テ
ム
改
造
費
や
、
し
そ
う
北
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
費

は
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
対
応

処
置
と
し
て
、
審
査
の
結
果
、

原
案
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し

た
。

　
条
例
改
正
に
関
す
る
議
案
の

内
、
宍
粟
市
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
波
賀
ほ
か
７
施
設
の

条
例
等
の
一
部
改
正
は
、
管
理

に
あ
た
っ
て
指
定
と
直
営
の
選

択
が
可
能
で
、
管
理
期
間
を
基

本
協
定
の
中
で
定
め
る
等
で
す
。

ま
た
、
市
道
認
定
、
廃
止
に
つ

い
て
は
認
定
７
路
線
・
廃
止
３

路
線
で
あ
る
。

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

農
林
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に

係
る
も
の
で
、
低
迷
す
る
農
林

業
に
活
力
が
得
ら
れ
る
と
共
に
、

千
種
市
民
局
管
内
の
安
全
安
心

の
水
供
給
が
図
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
今
回
の
議
案
に
つ
い

て
は
原
案
と
お
り
全
会
一
致
可

決
い
た
し
ま
し
た
。

宍粟市9月定例会宍粟市9月定例会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
生
活
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

第17回

　第17回9月定例会は、9月7日から9月25日までの会期で開かれ、3議案を

賛成多数・17議案を全会一致で可決しました。

　平成18年度決算については、決算特別委員会が設置され、12名の委員で

閉会中の審査が行われます。

決算委員長に岡　久和議員、副委員長に山下由美議員が選出されました。

新庁舎完成予想図

　
消
防
本
部
の
一
室
を
改
装
し
、

平
日
の
午
後
８
時
か
ら
午
後
１０

時
の
間
、
一
時
的
な
痛
み
の
軽

減
等
の
応
急
処
置
を
１０
月
よ
り
行

っ
て
い
る
。

宍
粟
市
夜
間
応
急
診
療
所


